
珈　

恒
例
に
よ
り
昨
年
取
り
上
げ
た　

冊
の
中
か
ら
ベ

４７

ス
ト
テ
ン
を
。
ジ
ャ
ン
ル
が
偏
ら
ぬ
よ
う
に
し
た
の
と

面
白
さ
を
重
視
し
た
点
を
お
断
り
し
た
い
（
掲
載
順
、

○
数
字
は
月
号
）。
森
功
『
悪
だ
く
み
』①
、
中
島
岳
志

『
保
守
と
立
憲
』③
、
ミ
ヌ
ー
イ
『
シ
リ
ア
の
秘
密
図
書

館
』④
、
旗
手
啓
介
『
告
白
』⑤
、
新
井
紀
子
『
Ａ
Ｉ
�

教
科
書
が
読
め
な
い
子
ど
も
た
ち
』⑥
、
新
井
勝
紘『
五

日
市
憲
法
』⑦
、
福
田
直
子
『
デ
ジ
タ
ル
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
』⑦
、
牧
野
邦
昭
『
経
済
学
者
た
ち
の
日
米
開
戦
』⑧
、

田
中
秀
征
『
自
民
党
本
流
と
保
守
本
流
』⑨
、
神
野
直

彦
『
経
済
学
は
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
た
め
に
』⑨
。 vs.

番
外
と
し
て
渡
辺
西
賀
茂
診
療
所
『
京
都
の
訪
問
診
療

所
』⑪
は
医
療
介
護
の
現
実
と
理
想
を
、
秦
新
二
・
成
田

敦
子『
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
最
後
の
真
実
』⑪
は
想
像
を
超
え

る
絵
画
と
企
画
展
の
世
界
を
知
る
。

玳　

前
著
『
知
っ
て
は
い
け
な
い
―
隠
さ
れ
た
日
本
支

配
の
構
造
』（
講
談
社
現
代
新
書
）
は
ま
さ
に
目
か
ら

鱗
の
本
だ
っ
た
。
続
編
２
は
副
題
に
「
日
本
の
主
権
は

こ
う
し
て
失
わ
れ
た
」
と
あ
り
、
日
本
の
外
交
や
安
全

保
障
が
ア
メ
リ
カ
の
支
配
下
に
あ
り
続
け
る
理
由
を
歴

史
的
に
丁
寧
に
分
析
、
解
説
し
て
い
る
。

　

矢
部
宏
治
『
知
っ
て
は
い
け
な
い
２
』（
講
談
社
現
代

新
書
、
９
５
０
円
）
は
、
日
米
関
係
は
安
保
条
約
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
常
識
を
根
底
か
ら
ひ
っ

く
り
返
す
。
日
米
取
り
決
め
は
驚
く
べ
き
密
約
の
数
々

に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
変
更
さ
れ
る
。
著
者
は
丹
念
に
外
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交
文
書
を
掘
り
起
こ
し
て
い
き
、
そ
の
改
ざ
ん
の
跡
を

提
示
す
る
。
結
果
と
し
て
米
軍
は
ど
ん
な
日
米
取
り
決

め
も
守
ら
な
く
て
い
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
ん

な
国
は
世
界
に
な
い
。
本
書
に
よ
り
、
政
治
家
、
官
僚

に
最
低
限
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
さ
え
失
わ
れ
て
い
る
現

状
を
知
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。
決
し

て
す
ら
す
ら
読
め
る
内
容
で
は
な
い
が
、
こ
の
く
ら
い

読
み
通
せ
な
い
で
ど
う
す
る
、
と
い
う
気
が
し
た
。

珎　

正
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
の
で

ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
か
ろ
う
。
門
井
慶
喜
『
家
康
、

江
戸
を
建
て
る
』（
祥
伝
社
文
庫
、
９
２
８
円
）
が
文

庫
化
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
視
覚
的
な
面
白
さ
を

追
求
し
て
い
る
の
で
も
う
ひ
と
つ
物
足
り
な
い
面
が
あ

っ
た
。
そ
の
点
、
本
書
で
は
、
川
の
流
れ
を
変
え
て
洪

水
か
ら
江
戸
を
守
る
、
上
水
を
江
戸
ま
で
引
い
て
上
質

な
飲
み
水
を
確
保
す
る
、
金
貨
を
延
べ
て
秀
吉
か
ら
の

自
立
を
図
る
、
石
垣
を
積
み
天
守
閣
を
作
る
、
な
ど
の

大
事
業
が
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
（
テ
レ
ビ
は
上
水
と

金
貨
の
話
）。
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
や
職
人
も
す
ご
い
が
、

家
康
の
力
量
を
見
直
し
て
し
ま
っ
た
。
小
判
作
り
の
話

な
ど
は
今
に
通
じ
る
点
も
多
く
、
テ
レ
ビ
で
は
描
け
な

か
っ
た
事
実
と
面
白
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

玻　

ア
ン
ト
ン
・
Ｆ
・
シ
ン
ド
ラ
ー
を
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
伝
記
作
家
と
し
て
誰
よ
り
も

彼
に
忠
義
を
尽
く
し
た
男
が
、
音
楽
史
上
最
大
の
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
「
会
話
帳
改
ざ
ん
事
件
」
を
起
こ
し
た
。
か

げ
は
ら
史
帆
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
捏
造
』（
柏
書
房
、
１

８
３
６
円
）
は
音
楽
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
傑
作
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、
初
の
単
著
と
は
驚
き
だ
。
新
た
な

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
像
の
登
場
で
あ
る
。�
��（
浅
野　
純
次
）
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